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 第１章では、計画策定の趣旨、計画の位置づけ、期間、所管範囲、

国及び東京都の動向について記載しています。 

■計画策定の趣旨 

立川市第４次長期総合計画及び立川市第３次学校教育振興基本計画

や、障害のある児童・生徒の増加を見据えた国・都の方針、本市の「立

川市障害のある人もない人も共に暮らしやすいまちをつくる条例」など

を踏まえ、前計画の基本理念と基本指針を継承しつつ、本市の特長であ

る途切れ・すき間のない相談・支援体制の強化を目指し、本市の特別支

援教育の取組を示す計画として策定しました。 

■計画の関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画期間・所管範囲 

立川市第４次長期総合計画・後期基本計画及び第３次学校教育振興基

本計画と整合を図り、令和２（2020）年度を初年度とする５年間を計画

期間とします。 

 本計画は主に入学から義務教育修了までの取組を示しています。就学

前の児童を対象とする発達支援や相談については立川市第２次発達支援

計画に沿って活動し、両計画が連携して取組を進めます。 

 

 

 第２章では、立川市第２次特別支援教育実施計画の基本施策ごと

に、その成果と課題ついて記載しています。 

■基本施策１ 早期連携・早期支援の充実 

〇主な取組…発達支援グループへの就学相談の紹介や就学相談説明会

の実施、幼稚園・保育園の教員・保育士への説明会等の実施、継続

相談の実施 など 

〇成果と課題…就学支援シートの活用が進んだが、校内での配慮等へ

の活用が十分でないと感じることがあるとの意見がある など 

■基本施策２ 学校における指導体制・内容等の充実 

〇主な取組…小・中学校での組織的な特別支援教育の推進、特別支援

教育コーディネーターの機能強化、個別指導計画等の活用 など 

〇成果と課題…特別支援教育コーディネーターの複数指名が進んだ

が、専門性の一層の向上が必要。また、個別指導計画、個別の教育

支援計画の作成件数が十分ではない など 

■基本施策３ 学校における特別支援教育の取組への支援 

〇主な取組…松中小まつのみ学級開設により九小くわのみ学級の通学

区域を分割、特別支援教室の順次導入、自閉症・情緒障害特別支援

学級の開設に向けた検討の開始、教

育支援相談員の活用 など 

〇成果と課題…特別支援教室での適切

な指導・支援につながる仕組みや通

常の学級を含めて多様な障害への

対応が求められている など 

■基本施策４ 関係機関との連携 

〇主な取組…都立特別支援学校コーディネーターによる授業改善や児

童観察等への助言の実施、関係機関との連携と共通理解のため特別

支援教育連絡会の設置 など 

〇成果と課題…子ども未来センターを主軸とする途切れ・すき間のな

い相談・支援体制の強化については評価を得るには至っていない 

■基本施策５ 特別支援教育の理解啓発 

〇主な取組…市民等を対象とした講演会の開催、発達障害に関するハ

ンドブックの作成・配布 など 

〇成果と課題…毎年実施している講演会は庁内関係部署との共催を含

めた検討の時期にきている 

 

 

 第３章では、特別支援教育に関する市全体の状況、学校における取

組の状況を分析した上で、第３次計画に追記すべき課題を記載してい

ます。 

■市全体の状況 

 〇特別支援学級等の児童・生徒数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇通常の学級への介助員配置状況 〇就学相談・転学相談 

 〇就学支援シート 〇就学前の発達相談 〇副籍制度の状況 

■学校における取組等の状況 

 〇校内委員会 〇特別支援教育コーディネーター 〇個別指導計画、

「学校生活支援シート(個別の教育支援計画)」の作成状況 〇就学支

援ファイル、就学支援シート 〇特別支援教育をテーマとする校内研

修の実施 

■特別支援教育を推進する上で追記すべき課題 

 〇基本施策３ 学校における特別支援教育の取組への支援…児童・生

徒数や教育的ニーズを踏まえた特別支援学級等の整備、全教員対象

の研修等の実施 など 

第１章 計画の策定にあたって P３～８ 第２章 第２次特別支援教育実施計画の成果と課題 P９～13 

第３回教育委員会定例会 
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第３章 市における特別支援教育の現状及び課題 P14～23 

松中小学校まつのみ学級 




